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無年金者の請求もれを
防ぐ対策を　　　　　

名松線利活用の推進を

問　全線運行再開から1年が経

過したが、被災前と比較して、

家城駅・伊勢奥津駅間の利用状

況の変動は。

　また、無料臨時バスの運行に

よる効果は。

　「名松線沿線おもてなし巡

り」について、パンフレットの

配布状況とおもてなし実績の一

例は。また、最寄り駅から遠い

加盟店までの交通アクセスにつ

いての対応策は。

答　運行再開後の当該区間の1

日平均利用者数は約180人で、

被災前の約90人から倍増となっ

ている。平成29年度のゴールデ

ンウイーク期間中の無料臨時バ

ス運行時間帯における名松線乗

降客数は、延べ1,510人で、そ

のうち当該バス利用者は延べ

835人であった。この期間中、

道の駅美杉では、1日当たりの

利用者数が、通常期の週末利用

者数142人の約2倍にあたる270

人であった。7,000部作成した

パンフレットは、掲載店舗や津

市観光協会、松阪市観光情報セ

ンターで配布しており、津市伊

勢奥津駅前観光案内交流施設ひ

だまりでは、これまでに137件

の利用があった。駅から遠い加

盟店へは、店舗独自の無料送迎

バスや市のレンタサイクルをご

利用いただいている。

●その他の質疑・質問●

○平成29年度津市一般会計補正

予算（第1号）歳出土木費
 ● 車両購入費について

○津市の農林水産物利用促進の

取り組みについて

 ● 津ぶっこ（津ブランド化推進

品目）、伝統野菜、郷土料理

○「スポーツ・文化都市」宣言

のまちづくりについて

 ● 津市の魅力を活かしたスポー

ツ合宿　　　　　　　　　など

▲「名松線沿線おもてなし巡り」

　で、名松線利活用の推進を

問　年金を受給するために必要

な期間（保険料を納めた期間や

免除された期間等）を、25年か

ら10年に短縮する改正年金機能

強化法が今年の8月に施行され、

対象となる方は10月から年金の

受け取りが可能となる。

　今まで年金が受給できなかっ

た方や高齢等で自分では判断で

きない方に対して、年金の請求

もれを防ぐ対策は。

答　対象となる方には、日本年

金機構より、平成29年2月末か

ら7月まで、順次請求手続きの

案内が送付されている。それで

も請求がない場合は、同機構か

ら手続きを促す勧奨通知の送付

が予定されている。

　津市においても、ケーブルテ

レビや広報ツールなどを活用し

た請求もれ防止の広報を行うと

ともに、介護保険課や高齢福祉

課など庁内の関係部署や、介護

施設など外部の関係機関との連

携をとりながら、請求手続きの

助言ができる体制づくりに努め

ていく。

　  ●その他の質疑・質問●

○障がい者雇用について

○障がい者と高齢者が共生でき

る社会について

○病児・病後児保育事業の進捗

状況について

○病児・病後児保育の送迎につ

いて

○「部活動指導員制度」につい

て

○がん教育の進捗状況について

▲年金保険料納付済期間が25年

　から10年に短縮
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